



















ストラリアカリキュラム評価報告機関（Australian Curriculum Assessment and Reporting 












A Study of Australian Economic Education （Ⅲ）:
A Direction of Australian Economic Education in researching for 






　2008年12月 に、「 教 育・ 雇 用・ 訓 練 及 び 若 者 事 項 の 省 協 議 会（Ministerial Council on 
Educational Employment Training and Youth Affairs）」より、『オーストラリアの若者のた





























































































































































〔第 5 学年〕 




























  なじみのある情況に対して経済やビジネスの知識や技能を応用する 
 ・コミュニケーションと反省：経済とビジネスの用語を使って適切な形式でわかったことを発表し、決定したことの
ありうる影響について反省する 




































































































































































































３） ‘The Australian Curriculum V6.0 Economics and Business’ACARA. Novenmer.2013.　なお、2014年８月
段階では「教育・雇用・訓練及び若者事項の省協議会（Ministerial Council on Educational Employment 













９） ‘The Hobart Declaration on Schooling’ Ministerial Council for Education, Early Childhood Development 




10） ‘The Adelaide Declaration on National Goals for Schooling in Twenty-First Century’ Ministerial Council 




















16）Williamstown High School， Pasco St. Williamstown VIC 3016, TEL03-9397-1899.
17）Melbourne High School, Forest Hill South Yarra VIC 3141, TEL03-9826-0711.
18） 多くの中学校が人文・社会関連科目として「歴史」「会計学」などを選択しており、「経済」を選択してい
る中学校はほとんどない。このため、必然的に高校では経済以外の関連科目をとることになる。なお、主
な中学校「経済」の教科書としては、“ECONOMICS civics & citizenship Victorian Essential Learning Standard 
Level 5＋6”（Grant Kleeman , Judy Adnum, Robin Farr, David Hamper, Rod Lane, Tina O’Connor, 
Project Consultant: Jane Delahunty, Farr Books PO Box 97 Wilston 4051 Queensland,2010） お よ び、
“Humanities ALIVE ECONOMICS&CITIZENSHIP  jacaranda plus”（ Alek Kwiatkowski, Jan Dunne, Angela 
Dawson, John Wiley & Sons Australia, Ltd,42 McDougall Street, Milton,Qld.4064, 2010）がある。
19）大学入試制度などについては、注１）を参照されたい。
20） ACARAは、カリキュラム開発のプロセスとして、「カリキュラムの形を示す」「カリキュラムの文章化」
「認証やモニタリングのための準備」「カリキュラムのモニタリング・評価・検証」の４つの局面を明示し
ている。今後の課題として、最後の局面を通してのマイナーな変更や改訂を予定している。（Curriculum 
Development Process,2012.4）
